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●
第

特
集

報
道
・
表
現
の
自
由
�知
る
権
利
を
守
る
た
め
に

●
第

特
集

地
域
活
動
を
取
り
戻
す
建
設
労
働
組
合

7
月
14
日
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ

東
京
で
、
2
0
2
2
年
度
労
働
安

全
衛
生
活
動
者
会
議
が
開
催
さ

れ
、
34
支
部
か
ら
58
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
現

状
と
課
題
」
（
清
水
謙
一
全
国
連

絡
会
事
務
局
長
）
、
「
ア
ス
ベ
ス

ト
事
前
調
査
」
（
川
口
敏
彦
本
部

労
働
対
策
部
長
）
の
講
演
（
内
容

の
一
部
を
4
〜
5
面
に
掲
載
）
、

運
動
の
経
過
と
方
針
等
の
報
告
の

後
に
、
今
年
度
の
安
全
標
語
の
審

査
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

31
支
部
と
青
年
部
、
合
計
32
作

品
を
活
動
者
会
議
参
加
者
が
一
人

3
作
品
を
選
ぶ
と
い
う
選
考
方
法

で
投
票
し
た
結
果
、
「
熱
中
症
無

理
せ
ず
無
茶
せ
ず
我
慢
せ
ず
」

（
多
摩
西
部
）
、「
合
図
よ
し
応
答

は
っ
き
り
ゼ
ロ
災
害
」
（
荒
川
）、

「
気
を
抜
く
な
い
つ
も
と
ち
が
う

ぞ
こ
の
暑
さ
」
（
西
東
京
）
の
3

つ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
「
や
っ
と

出
す
こ
と
が
で
き
た
作
品
が
、
こ

ん
な
に
評
価
さ
れ
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」
（
西
東
京
・
本
間
益
仁

労
働
対
策
部
長
）
な
ど
の
喜
び
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

川
口
部
長
は
「
字
余
り
だ
と
な

か
な
か
選
ば
れ
づ
ら
い
傾
向
が
あ

る
の
か
。
熱
中
症
が
大
き
な
関
心

に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

全
建
総
連
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
最

優
秀
を
と
り
た
い
。
今
回
の
選
に

漏
れ
た
支
部
も
ぜ
ひ
来
年
以
降
も

受
賞
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
」
と
ま

と
め
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

受賞作品を掲げた支部の代表者と川口部長（左）と
労働対策担当中執の皆さん奥の左から山田さん、松本さん

【
本
部
・
村
松
加
代
子
記
】
7

月
15
日
、
東
京
都
連
で
都
内
中
規

模
企
業
へ
の
要
請
行
動
を
行
な
い

ま
し
た
。
参
加
者
31
人
（
う
ち
東

京
土
建
16
人
）が
18
社
を
訪
問（
別

日
程
3
社
あ
り
計
21

社
）、主
な
要
請
内
容

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
、
資
材
価
格
高
騰

に
よ
る
下
請
へ
の
し

わ
寄
せ
防
止
、
賃
金
・
単
価
の
引

き
上
げ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
、
国
交
省
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
な
ど
で
す
。

（
株
）
大
本
組
東
京
支
社
と
の

要
請
・
懇
談
で
は
、
支
部
賃
金
対

策
部
長
の
山
田
耕
治
さ
ん
（
足

立
）
、
松
本
勇
一
さ
ん
（
府
中
国

立
）
と
村
松
加
代
子
本
部
書
記
が

参
加
。
建
築
部
門
の
担
当
者
か
ら

「
価
格
高
騰
に
つ
い
て
、
お
客
に

申
し
入
れ
し
て
い
る
が
、
民
間
工

事
は
厳
し
い
。
始
ま
っ
た
工
事
は

通
り
に
く
い
。
契
約
前
な
ら
、
協

力
会
社
か
ら
の
見
積
り
を
根
拠
に

で
き
て
、
お
客
も
『
仕
方
な
い
』

と
」
。
契
約
前
の
場
合
、
協
力
会

社
か
ら
の
価
格
高
騰
を
ふ
ま
え
た

見
積
り
を
尊
重
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
た
だ
し
、
再
下
請
以

降
の
代
金
の
変
動
や
下
請
労
働
者

の
賃
金
の
増

減
ま
で
は
把

握
し
て
い
ま

せ
ん
。

同
社
は
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

「
カ
ー
ド
所
持
7
割
な
が
ら
も
、

タ
ッ
チ
率
3
割
の
建
築
現
場
が
あ

っ
た
」
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

（
登
録
、
タ
ッ
チ
）
を
さ
ら
に
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
。

ま
た
、
適
正
な
施
工
体
制
の
確

保
に
向
け
て
、
国
交
省
「
一
人
親

方
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
今
後
活

用
予
定
。
「
重
層
化
は
、
職
人
を

抱
え
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
の
裏

返
し
」
と
示
し
つ
つ
、
一
人
親
方

が
労
働
者
に
相
当
す
る
場
合
、
指

導
書
を
出
す
予
定
で
す
が
、
雇
用

化
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
の
回

答
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

他
に
、
働
き
方
改
革
、
建
退
共
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
約
な
ど
を
要
請
し
、

懇
談
を
終
え
ま
し
た
。

7
月
19
日
、
国
会
議
員
会
館
前

で
月
例
の
「
戦
争
さ
せ
な
い
、
9

条
壊
す
な
」
な
ど
の
要
求
を
掲
げ

た
行
動
を
行
な
い
、
6
0
0
人

（
東
京
土
建
は
33
人
）
が
集
ま
り

ま
し
た
。

主
催
者
を

代
表
し
て
菱

山
南
帆
子
さ

ん
は
「
岸
田

首
相
は
安
倍

元
首
相
の
国

葬
や
そ
の
死

を
利
用
し
た

改
憲
を
進
め

よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
の

動
き
を
許
さ

ず
、
統
一
教

会
と
自
民
党

の
関
係
、
今

ま
で
の
悪
政

の
こ
と
、
税
金
の
使
い
道
な
ど
を

訴
え
て
い
き
、
戦
争
を
で
き
る
国

づ
く
り
を
さ
せ
な
い
運
動
を
も
う

一
度
足
も
と
か
ら
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
頑
張
っ
て

い
こ
う
」な
ど
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

国
会
議
員
は
、
福
島
瑞
穂
（
社

民
）
、
田
村
智
子
（
共
産
）
、
吉

田
晴
美
（
立
民
）
の
各
氏
が
ス
ピ

ー
チ
を
行
な
い
、伊
波
洋
一
氏（
沖

縄
）
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
市
民
か
ら
は
3
人

か
ら
発
言
が
あ
り
、
オ
ー
ル
沖
縄

会
議
の
福
元
勇
司
事
務
局
長
が
、

復
帰
50
年
に
な
る
が
、
辺
野
古
や

米
軍
基
地
問
題
で
明
ら
か
な
よ
う

に
人
権
も
自
治
権
も
な
い
が
し
ろ

さ
れ
て
い
る
沖
縄
の
現
状
な
ど
を

話
し
ま
し
た
。

主催者あいさつをする菱山南帆子さん

6
月
26
日
、
2
0
2
2
年
度
の

幹
部
学
校
が
リ
モ
ー
ト
併
用
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
組
合
綱
領
の
学
習
講
師

と
し
て
登
壇
し
た
の
は
石
川
信
一

副
委
員
長
。
税
務
署
員
相
手
に
20

代
、
30
代
で
税
務
調
査
に
臨
み
、

組
合
で
の
学
習
を
力
に
粘
り
強
く

納
税
者
の
権
利
を
主
張
し
て
自
信

を
得
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。
自

分
自
身
の
経
験
を
通
じ
て
、
組
合

の
綱
領
と
そ
の
実
践
の
重
要
性
に

つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

松
丸
和
夫
中
央
大
学
教
授
（
建

政
研
理
事
長
）
か
ら
は
労
働
組
合

が
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
こ

と
、建
設
労
働
者
の
賃
上
げ
に
は
、

労
働
協
約
の
必
要
性
が
あ
る
と
強

調
。
あ
わ
せ
て
大
成
建
設
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
を
読
み

上
げ
「
下
請
に
配
慮
し
て
公
正
取

引
と
付
加
価
値
向
上
目
指
す
と
い

っ
て
い
る
。
活
用
し
な
い
手
は
な

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
3
人
目
に
登
壇
し
た

小
森
陽
一
さ
ん
（
九
条
の
会
事
務

局
長
）
か
ら
は
、
「
日
本
国
憲
法

に
基
づ
く
政
治
を
世
界
に
」
と
題

し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
36
支
部
・
国
保
組

合
か
ら
、
合
計
で
6
1
0
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
後
に
小

番
徹
書
記
長
の
ま
と
め
が
あ
り
、

最
後
は
松
本
久
人
副
委
員
長
の
閉

会
あ
い
さ
つ
と
共
に
、
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

巻頭論文では、
政治学者の白井聡
さんが切れ味鋭く
ウクライナ情勢を
読み解きます。そ
して第一特集では
「報道・表現の自
由、知る権利」を
テーマに、不偏不
党が前提のはずの
ＮＨＫの現状や新
聞記者の働く現場
でおきた長崎市性
暴力訴訟などにつ
いて、原稿が寄せ
られています。
その他、地域で
再起動する4土
建、社員大工の実
態調査、戦場ジャ

ーナリスト志葉玲
さんのウクライナ
の現地取材報告な
ど、読み応え充分。
『建設労働のひ
ろば』のご購読に
関しては、所属の
各支部までお問合
せ下さい。

講演する石川副委員長

【
本
部
・

根
釜
勝
記
】

7
月
13
日
、

ア
ー
ト
ホ
テ

ル
日
暮
里
ラ

ン
グ
ウ
ッ
ド

に
て
東
京
都

連
第
62
回
定

期
大
会
が
役

員
・
代
議
員

66
人
の
参
加

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

冒
頭
、
菅

原
良
和
委
員

長
は
「
規
模
縮
小
な
が
ら
も
対
面

で
の
開
催
が
で
き
ま
し
た
。
い

ま
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
建

設
資
材
不
足
、
高
騰
や
ガ
ソ
リ
ン

の
高
騰
な
ど
組
合
員
を
取
り
巻
く

状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
『
組
合
は
仲
間
の
た
め
に
た

た
か
う
組
織
で
あ
れ
』
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
、
若
者
に
魅
力
あ

る
産
業
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
、

団
結
し
て
運
動
の
強
化
を
図
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

運
動
方
針
で
は
地
域
社
会
と
共

に
コ
ロ
ナ
禍
を
の
り
越
え
る
、
国

保
補
助
金
確
保
、
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
町
場
で
の
推
進
、

公
契
約
条
例
制
定
な
ど
を
重
点
方

針
と
し
て
、
決
算
・
予
算
、
す
べ

て
の
議
案
を
承
認
。

委
員
長
に
は
引
き
続
き
、
菅
原

良
和
さ
ん
、
東
京
土
建
か
ら
松
本

久
人
副
委
員
長
が
副
委
員
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
２
安
全
標
語
が
決
ま
る

ロシア、ウクライナ侵攻の
インパクト

「ウクライナモデル」は成立したのか？

多
摩
西
部
、荒
川
、西
東
京

多
摩
西
部
、荒
川
、西
東
京

元
首
相
の
死
を
利
用
し
た

改
憲
を
阻
止
し
よ
う

『
建
設
労
働
の
ひ
ろ
ば
１２３
号
』の
ご
案
内

巻頭論文

仲間のために闘う
第６２回定期大会を開催

綱
領
、情
勢
を
学
ぶ

リ
モ
ー
ト
併
用
で
幹
部
学
校

東
京
都
連

中
規
模
企
業
と
懇
談

賃
金
・
単
価
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
等
で

求

人

求

職


